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例 言

1 本書は,高松市教育委員会が平成15年度に国庫補助事業として実施した高松市内遺跡発掘調査事業の概
要報告書である。

2 本書には平成15年度事業のうち,調査期間が平成15年 4月 から12月 にかけて実施 した試掘・立会調査
13件 についてそれぞれ収録した。なお,平成14年度事業だが概報印刷時期の関係で昨年度概報に未収録で

あった試掘調査 2件 も収録している。

3 調査は,高松市教育委員会文化部文化振興課文化財専門員川畑 聰・山元敏裕 。大嶋和則 。小川賢が担
当した。

4 本書の執筆は調査担当者が行い,編集は川畑が行つた。
5 調査の実施にあたっては,次の方々の指導・協力を得た。 (敬称略,五十音順 )
穴吹興産株式会社,香川県教育委員会,四 国電力株式会社,社会福祉法人つくし福祉会,高松琴平電気
鉄道株式会社,谷口建設興業株式会社,小倉史也,片桐節子,片桐孝浩
6 本書の挿図として,国土地理院発行地形図 2万 5千分の 1を一部改変して使用した。
7 発掘調査で得られたすべての資料は,高松市教育委員会で保管している。
8 本報告書の高度値は,海抜高または地表面からのマイナス値を表わす。方位は,T.Nが座標北,M.N
が磁北を表している。
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第 1図 平成14年度末 。16専度高松市内遺跡調査位置図
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いい だ ちょうひがしあお き い せき

1.所  在 地 高松市飯田町1219番地1ほ か
2.調 査 期 間 平成15年 2月 20日 ～ 3月 5日
3,調 査担当者 大嶋和則
4.調 査の原因 青木公園 (仮称)整備
5。 調査の概要

(1)調査の概要と基本層序

調査地周辺は発掘調査例が少ないこともあって,

集落遺跡の存在は知られていない地域であった。

しか し,周辺の田畑 には中世墓 と考えられる径 1

～ 5m程度の塚 が十数基認め られることから,周
辺 に遣跡が所在す る可能性が高いと考え られた。

このため工事に際 し,事業主体である高松市都市

開発部公園緑地課と協議を行 い,現状地盤下 に掘

削が及ぶ範囲について工事立会を行い,遺跡の有

無を確認することとした。

公園工事については,盛土造成のため地下遺構
に影響が無いが ,公園への進入道路の擁壁及び暗

渠水路部分約100だについては現地表面下約70cm

まで掘削を行 うため ,こ の範囲を調査対象地 とし

た。 2月 20日 に擁壁工事部分 (第 1ト レンチ)の

立会調査を実施 した。工事の掘削深度で遺構 の有

無確認 を行 ったところ ,遺構が多数検出された。
このため,掘削 を遺構面までで止め,調査 を行っ

た。また,暗渠水路部分 (第 2ト レンチ)で も遺

構を多数検出したため ,暗渠水路部分については

3月 4・ 5日 に立会調査を実施 し,両 トレンチあ

わせて溝11条 ,土坑 9基 ,ピ ット19基 を検出した。

基本層序は,第 1ト レンチ西半では耕作土直下 ,

第 2ト レンチ東半でも床土直下において地山の黄

色シル ト～粘土層が認められ,遺構面の削平が著
しい。第 1ト レンチ西半では耕作土 と地山の間に

灰責色砂混粘質土層が認められ ,西側 に向か って

堆積層が厚 くなっている。また ,第 2ト レンチ東

半で も床土 と地山の間に灰黄褐色砂混粘質土層お

よび浅黄色 シル ト～粘土層が認め られ,東側 に向
かって堆積層が厚 くなっている。このため ,遺構

面は調査地中央が高 く,東西 に向かってやや低 く
なっている。なお,東側の堆積層中からは土師質
土器 (第 6図 3・ 4)が出土 してお り,中世頃の
地積層と考えられる。

飯田町東青木遺跡調査地位置図

第 3図 飯田町東青木遺跡 トレンチ配置図及び

周辺塚分布図 (縮尺1/2,500)

飯田町東青木遺跡

紙漉
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(2)古墳時代の遺構
SDl・ 2・ 3・ 4・ 11,SK2,6。 7・

8が該当する。 SDlは 幅1.9m,深 さ約50cm
を測 る。埋土 は 3層 に分層 できる。出土遺物

は第 6図 1の 須恵器 1点のみで ,7世 紀頃の
ものと考えられる。

SD2は 幅55cm,深さ60cmを 測る溝で,埋
土は黄灰色粘土の単層 である。 ほぼ条里地割

と同方向の溝である。

SD3は 幅70cm,深さ15cmを 測る溝で,埋
土は灰黄褐色砂混粘質土の単層である。 SD
2同様 ,ほ ぼ条里地割と同方向の溝 である。

遺物は出土 していない。
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第 6図 飯田町東青木遺跡出土遺物実測図

SD4は 幅55cm,深 さ10Cmを 測る溝 で,埋土は灰黄褐色砂混粘質土の単層である。条里地割 に対 しては
やや斜行する。遺物は出土 していない。

S Dllは 第 2ト レンチ東端で検出した遺構である。幅1.5m,深 さ40cmを測 り,北西から南東方向に流れる

溝で,検出範囲の中央部から南 と北へ分岐する溝を検出してお り,北壁断面でも北側へ分岐する溝が確認で

きた。南北へ分岐する溝については,幅・深さともやや小規模であるが,埋土は S Dllと 同じである。遺物
は土師器の小片が数点出土 したのみで,時期は不明であるが,規模・埋土の状態が SDlに 近似することか
ら, SDlと 同時期・同性格の遺構である可能性が高い。また,分岐部の溝底で黒褐色粘土層 の SK8を 検
出した。

S K2は 幅20cm,長 さ lmの溝状の土坑である。東側が深 くなってはいるものの,全体に浅 く,最深部で

5Cm程度であ り,埋土は灰黄褐色砂混粘質上の単層である。土坑中央部から第 6図 2の土師器甕が出土 し

ている。

SK6は 中近世の溝 と考えられる S D10の 下層で検出した。長辺1.2m,短辺55cmの土坑である。遺物は出
土 していない。

S K7は北半 しか検出 していないが,径約 lmの 円形の土坑と考えられる。深さ 2～ 3Cmと 非常 に浅い。

遺物は出土 していない。

(3)中 。近世以降の遺構

第 1ト レンチ東半から第 2ト レンチ西半にかけて検出した SD5～ 10, SKl・ SK3～ 5, SP6が あ
げられる。この中の SD8上 面で京信楽系陶器碗および肥前系磁器碗の細片が出土 してお り,江戸時代の遺
構であると考えられる。他の遺構については出土遺物が無 く,時代を特定できないが ,古墳時代の遺構の埋

土が黒褐色～褐灰色であるの に対 し, SD8と 同様の灰色～灰黄褐色である共通点から,概ね中 。近世以降
の遺構 と考えられる。

(4)噴砂 (第 5図 )

第 1ト レンチの西端 , SDlの 中央で,流路に平行する形で検出した。砂脈は地山の黄色シル ト～粘土層
の下層に認められる灰黄色細砂層から噴き上がってお り,その幅 1～ 2Cm,高 さ75cmを 測 り,SDl及 び中
世前半の堆積層 を切って,耕作土直下まで達 している。このため中世後半以降の地震の痕跡と考えられる。

6。 まとめ

調査地周辺では,東側に香東川の河岸段丘,西側にも高月池へ流れ込むような旧河道の存在を示す微地形

が見 られる。今回の調査においても遺構面 は調査区中央部が高 く,東西両方向へ低 くなっている。このため

調査地は,西側 と東側に旧河道が存在 し,両旧河道間の微高地上に営まれた集落と考えられる。また,周辺

には中世墓と考えられる塚が点在 してお り,同時期の遺構を想定 していたが,古墳時代の遺構を検出するに

至った。周辺の塚の大多数は直径 l rn程度,高 さ数tCmの ものであるが,中 には直径 4～ 5 rn以上,高 さ数
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mに なるものもある。今回の調査成果や,鶴市町相作牛塚古墳や檀紙町中森古墳の事例を考慮すると,こ れ

ら比較的大形の塚が古墳である可能性 も十分考えられる。

■■tギ
ー
∵■

写真 1 調査前全景 (西 から)

仲
一
ｔ一
一一

離

‥‐‐

,球

写真 3 SDlお よび噴砂断面 (南 から)

写真 2 第 1ト レンチ遺構検出状況 (西 から)

写真 4 第 2ト レンチ遺構検出状況 (東 から)

写真 5 第 2ト レンチ完掘状況 (東から) 写真 6 SDll完 掘状況 (東から)
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ご てん ちょ すい ち みなみ い せき

御殿貯水池南遺跡

1.調  査 地 高松市鶴市町 。西春 日町
2.調 査 期 間 平成15年 3月 10日 ～20日
3.調 査担当者 小川 賢,末光 甲正
4.調 査の原因 御殿冷水場配水池築造工事 ,

都市計画道路木太鬼無線街路事業

5。 調査の概要

積石塚古墳で著名な石清尾 山塊の南及び西麓で,

2つ の大規模事業が計画されたのに先立ち,事業主

体である高松市水道局浄水課及び都市 開発部都市計

画課 と事前の協議を行 い,試掘調査 を実施すること

になった。

御殿浄水場配水池築造工事

山頂部の猫塚 より西に下つた急斜面で ,御殿貯水

池の東側に位置するもので,工事予定面積は5,631♂

を測る。 3箇所に トレンチを設定 し,合計98♂ を重

機により掘削 した。表土層を除去するとす ぐに地山 第 7図 御殿貯水池南遺跡調査地位置図

となり,遺構・遺物 とも確認されなかった。

都市計画道路木大鬼無線衛路事業

峠を挟み調査区が西春 日町と鶴市町に分かれる。両町で トンネル出入口と道路建設予定地の約53,000ポ を

対象として15箇所に トレンチを設定するとともに,分布調査 も合わせて実施 した。

[西春日町] トンネル出入口付近の急斜面については,遺構・遺物 とも全 く確認できなかった。一方 ,
平地となる西春 日町第 4ト レンチでは,平成13年度の試掘調査で確認された北山浦遺跡に隣接 していたが ,

明確な遺構は確認されなかった。

[鶴市町] 御殿浄水場配水池築造工事に隣接する トンネル出入口については ,急斜面であり,遣構 。遺

物とも確認できなかった。一方,丘陵地形である 2箇所の トレンチで弥生時代及び中世の遺構・遺物を確認

した。この丘陵地形は,調査対象範囲外である西へ も続いてお り,周辺で須恵器片等が表採できることから

も,さ らに西方においても遺跡が存在する可能性が指摘できる。

6。 まとめ

御殿貯水場配水池予定地や都市計画道路木太鬼無線予定地のうち西春日町や鶴市町の トンネル出入口にお

いては,埋蔵文化財の保護措置は必要 ないと考えられる。一方,弥生時代及び中世の遺構・遺物が確認され

た鶴市町の丘陵部では,事前の保護措置が必要と考えられる。

写真 7・ 8 木太鬼無線鶴市町地区 第 2ト レンチ 東から全景 (左 ),遺構検出状況 (右 )

― ―

_
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ト レ ン チ 名 主 な 時 代 主 な 遺 構 出 土 遺 物 等

【御殿浄水場配水池築造箇所】

第 1～ 3ト レンチ な し な し な し

【都市計画道路木太鬼無線 鶴市町】
第 1ト レンチ 弥生時代中期 ? 溝 な し

第 2ト レンチ 弥生時代中期,中世 柱穴・溝 弥生土器,土師器

第 3～ 5ト レンチ な し な し な し

【都市計画道路木太鬼無線 西春日町】
第 1～ 3ト レンチ な し な し な し

第 4ト レンチ な し な し 陶磁器等

第 5～ 10ト レンチ な し な し な し

木太鬼無線鶴市地区

=イ タ

第 8図 鶴市町 トレンチ配置図 (縮尺1/2,000)↑
第 9図 木大鬼無線鶴市町第 2ト レンチ遺構配置図 (縮尺1/80)→
第10図 西春 日地区 トレンチ配置図 (縮尺1/2,500)↓

8Trl

・」

-9-



たか まつ じようあと

高松城跡 (中堀,】ヒ浜嘲

1.調 査 地 高松市北浜町11番 6号
2.調 査 期 間 平成15年 5月 13日
3.調査担当者 川畑 聰・末光甲正
4。 調査の原因 共同住宅建設
5。 調査の概要

工事予定地は,高松城跡 中堀の一部 と想定 され ,

石垣が予定地内 に残存 している可能性が想定され

た。 このため,土地所有者 (高松琴平電気鉄道株式

会社 )及び事業主体者 (穴吹興産株式会社 )と 高松

市教委 は協議を行い,土地所有者の任意協力により

試掘調査を実施することになった。調査は,想定さ

れる石垣に直交する方向で トレンチを 2カ 所設定 し

実施 した。

北側の第 1ト レンチでは,石垣は検出されず,中

堀埋土の砂層のみを確認 した。地表下40～ 50 cmに高

松空襲時の焦土層が認められ,そ の下 は細砂が厚 く

堆積 していた。深さ約1.6mで湧水が激 しくなったの
第11図 高松城跡 (北浜町)調査地位置図

で,そ れ以上の掘削は行わなかった。出土遺物は,認められなかった。

南側の第 2ト レンチでは,中堀埋土である砂層に埋 もれた形で,花筒岩の切石を使用 した石段を検出した。

石段は,全部で 5段検出し,一段あた り奥行約33cm・ 高さ約17 cmを 測 り,比較的昇降が容易な傾斜である。

その構造は,長 さ約80 cm・ 幅33cm以上・高さ約17cmの 石材を横方向に積み重ねてお り,各石材には丁寧な面

取 りが施されている。伴出遺物はなかったが,石段は比較的精美な加工を施 していることから,近代のもの

と推定される。地積土層は,第 1ト レンチとほぼ同様で,湧水が激 しくなった深さ約2.2mま で掘削 した。

6.ま とめ

江戸～昭和時代の絵地図 (第47～ 50図 )を参照すると,調査地東側の市道が石垣推定ラインにほぼ一致 し,

明治時代に中堀から張 り出す形で魚市が増設されていることから,今回検出した石段はこの魚市 に伴 う構造

物である可能性が指摘できる。

以上のことから,今回の調査地は高松城跡中堀の中に位置 し,検出した石段 も近代のものであることから,

保護措置は必要ないものと判断 した。

写真 9調 査地全景 (南西から) 写真10第 2ト レンチ石段検出状況
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第12図 高松城跡何ヒ浜町)ト レンチ配置図 (縮尺1/600)

l…Ⅲ……i、     4-/

第15図 高松城跡aヒ浜町)繁 2

0        1m

銘13国 高松城跡(北浜町第 2ト レーンチ
平面図 (縮尺1′40)

トレンチ土層名
獣筋ヨンクリーⅢ
オリー労確即勝儀5Y4/a lttLじ り

翻

―

脇
蜘       (10YE3/1)

灰オリーー7tW ⑤働り
中 C5Y5/1～10YR6/81

灰色細砂l t71 5YR2/1!― ンルト質癌細砂を鎌め
購 りTtt K5Y5/2J―

第2ト レンチ土層名
1 鉄筋コンクリート
2 月踊色濯日阻阪)10YR2/1,鰤
31尋紳ぃ歯鰈確弱爾ひ0ば陽④
4灰白色細砂 C5Y7/1,礫通じり)
,購 リー尭錦砂 K5Y5/2D

第

１

２

３

４

Ｓ

Ｓ

７

８

９

第14図 高松城跡化浜1町)第 1ト レンテ南壁土眉1図 (縮尺1/401

0        1m

トレンチ南壁土層図 (縮戻1/40)
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みなみやま うら い せさ

南山浦遺跡

1.調 査 地 高松市西春日町1418呑 地1
2.調 査 期 間 平成15年 6月 9日
3.調査担当者 川畑 聰・末光甲正
4.調査の原因 児童福祉施設建設
5,調査の概要

調査対象地西側丘陵斜面には南山浦古墳群が存在

することから,事業主体である社会福祉法人つ くし

福社会 と高松市教委 は協議を行 い,試掘調査を実施

することになった。試掘調査は,建設予定の建物が

東西に長いことから,北側基礎部分に第 1ト レンチ

を,南側基礎部分に第 2ト レンチを設定 した。

第 1ト レンチでは,地表下約 1～ 1.2mは 客土が厚

く堆積 し,そ の下に厚さ約10calの 旧水 田床土(灰 白

色シル ト質極細砂)が薄 く残 り,地山に達する。この

地山を切 り込む形で , トレンチ東半分において,溝
2条 ,土坑 3基 ,柱穴 2基を確認 した。遺構埋土は,どれも黒褐色シル ト質極細砂で,8D01か ら土器小片が ,
SD02か ら弥生土器底部・高杯脚部(第 18図 1・ 2)が出土 した。検出した遺構は,埋土が同じであることか
ら, SD02と 同じ弥生時代後期前半の時期 と考えられる。

第 2ト レンチでも,地表下約1.lmま では客土が厚 く堆積 していたが,その直下で地山を検出し,遺構は

検出されなかった。これは,第 2ト レンチ側が第 1ト レンチ側よりやや土地が高 く,後世の削平により遺構
が消失 したためと考えられる。

6。 まとめ

第 1ト レンチ東側において保護措置が必要と考えられ,10月 29。 30日 に発掘調査を実施 した。

この南山浦遺跡は,比較的狭い範囲に遺構が密集 してお り,竪穴住居等は検出されなかったが,弥生集落
が存在 していた可能性は充分想定できる。一方 ,周辺の遺跡に目を向けると,西約200mの 丘陵斜面にある

南山浦古墳群や西南約500mの 谷 間にある坂田廃寺からは,同 じ時期の弥生土器が出土 している。さらに,
北約700mに ある北山浦遺跡は弥生時代中期 の集落と推定 されている。 このことより,南 山浦地区に弥生時

代後期前半の集落が立地 し,そ れ以前にあった北山浦遺跡 から南山浦地区へ集落が移動 した可能性が指摘で

きる。

十

第16図 南山浦遺跡調査地位置図

写真11第 1ト レンチ全景 (東から) 写真12第 1ト レンチ遺構全景 (西 から)
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第1トレンチ

第17図 南山浦追跡 トレンチ配置図 (縮尺1/200)

SP01 9

SK01

C

SI,02      sKo3

i 黒褐色シルト質糧納砂 05Y3/0
ーSK02 ー

SKO=

2

0            10oo

Httbぬ

0        1m

―

―

一一　
▽
如

第18図 南山浦追跡遺構平画・ 断面図 (縮尺1′100・-1/40)及びSD02出土遺物実測図 (縮尺1′4)
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口  ~

炭跡嚇城わ松坐品 (丸の内,都市計画道路高松海岸線街路事業 )

1.調  査 地 高松市九の内 3番地42ほ か
2.調 査 期 間 平成15年 6月 11日
3.調査担当者 川畑 聰・末光甲正
4.調査の原因 都市計画道路高松海岸線街路事業
5。 調査の概要

調査対象地は,高松城の旧大手近 くにあたり,中

堀の南側に位置する。江戸時代の遺構面 3面を確認

した平成13年度試掘調査地点の西隣接地で もあり,

事業主体である高松市都市開発部都市計画課 と協議

を行い,試掘調査 を実施することになった。

調査は,対象地のほぼ中央にL字形で深さ約30cm

の仮 トレンチを設定 し,遺構の検出状況を見ながら,

中央及び西側の 2箇所 (中央 トレンチ,西 トレンチ )

を更に深 く掘削 した。
第19図 高松城跡 (海岸線)調査地位置図

中央 トレンチでは,遺構面 3面を確認するととも

に,南東部分で第 1遺構面から切 り込 む廃棄土坑等を検出した。廃棄土坑からは,18世紀末を中心 とする遺

物が出土 した。第21図 1～ 4は肥前系 (伊万里)染付碗・壼, 5'6は京信楽系陶器碗,7は唐津産陶器碗 ,
8は産地不明陶器, 9は土師質土器,10は瓦質土器釜である。なお,西 トレンチでは,第 1遺構面から切 り

込む不明遺構を確認 している。

また,中央・西 トレンチ付近の第 1遺構面を精査 した際に,数多 くの遺物が出土 している。第22・ 23図 1

～ 6は肥前系(伊万里)染付碗・皿・仏飯具, 7は肥前系青磁染付花器, 8・ 9は京信楽系陶器碗・皿,10は

瀬戸美濃系陶器碗 ,11・ 12は 産地不明磁器碗・蓋,13は産地不明陶器碗,14は軟質施釉陶器 ,15～ 17は 堺・

明石焼橋鉢 ,18・ 19は 備前焼灯明皿,20は土師質土器規炉,21は瓦質土器釜である。おおむね18世紀後半を

中心とする時期のものが見 られる。

6。 まとめ

今回の調査対象地は,江戸時代後期の絵図を見ると「江戸長屋」 と著かれている地域に該当し,高松藩の

中下級武士が居住 していた地域と想定される。今回検出 した遺構 も18世紀後半 ～末のものであることから,

「江戸長屋」に関わるものと推定され,工事に先立つ保護措置が必要と考えられる。

写真13調査地全景 (南から,背景は旧太鼓櫓台 ) 写真14中央 トレンチ東壁土層 (北から)
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0        1m

1整 地居 1コ 1ヽ褐色シルト踊購 |⊂ 5YR6/3D
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3整 地層 に氣翠繭隆ンルトー QOれγユ礫混じつ)
4整 地層 J期色シルト翻 e5Y4/1)
S地 山層 にぶt■

―
D―Jl蝶 (10YR7/41

第20図 高松城跡 (海岸線)遺構平面 。中央 トレンチ東壁土層図

函 トレンチ↓

中央トレンチ→
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中央・西トレンチ精査出土遣物実測図① (縮尺1/3)
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第21図  高松城跡 (海岸線)中央 トレンチ廃棄土坑出土遺物実測図 (縮尺 1/3)
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第22図  高松城跡 (海岸線 )
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中央・西 トレンチ精査出土遺物実測図② (縮尺1/3)
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ゆ  ら なん ばら い せき

由良南原遺跡

1.所 在 地 高松市由良町372番地17
2.調 査 期 間 平成15年 7月 17日
3.調査担当者 大嶋和則
4.調査の原因 児童福祉施設建設
5.調査の概要
調査地は,市営住宅川東団地建設に伴 い平成12年

度に発掘調査 を実施 した由良南原遺跡の北方 に位置

することか ら,事業主体である高松市健康福祉部母

子児童課 と協議を行い,現状地盤下 に掘削が及ぶ範

囲について試掘調査を実施することで合意 した。工

事で地表面下に掘削が及ぶ範囲は,水道管及び浄化
槽埋設部分 と建物基礎部分である。

基本層序は 8層 に分層で きる。第 1層 は20cm程度

の厚さの耕作土 である。第 2層 は灰色砂混粘質土 ,

第 3層 は明赤 tfB色 粗砂でいずれも厚さ 5cm程度の堆

積である。第 4層 は淡黄色シル ト～細砂層が40cmに

第24図 由良南原遺跡調査地位置図

わたつて地積 している。第 5層 は黒色粘土,第 6層 はにぶい黄褐色粘土,第 7層 は青灰色砂混粘土で,こ れ

ら80cmに わた って堆積 した粘土層は,旧河道埋土の可能性が考えられる。第 8層 はオリーブ灰色の粗砂で

ある。

遺構面は第 4層上面 で確認 し,溝 7条 ,土坑 6基 ,ピ ット22基を検出した。このうちSK2と SD4は 須
恵器の杯 (第 25図 6)と 碗 (4)が出土 してお り,中世頃の遺構 と考えられる。 SDlは 幅1,4m,深 さ
40cmの 南北方向の溝 で,須恵器杯 (3)の 出土が認められるが,肥前系磁器皿 (1),瓦 質焙烙 (2)等の

出土から近世の遺構 と考えられる。それ以外の遺構については,遺物量が少なく,時期が不明である。包含

層出上の遺物は京信楽系陶器碗 (7)と 須恵器杯蓋 (8)が見 られる。 SD6出 土遺物にも須恵器杯蓋 (5)
が見 られるが,確実な古墳時代の遺構は見 られない。

6。 まとめ

遺跡の時期は概ね中世から近世と考えられる。また,平成12年度調査地と同一微高地上と考えられ,今回

の調査地との間に遺構の広が りが想定できる。

写真15調査区土層断面
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写真16 SDl完掘状況
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第25図  由良南原遺跡平面 。断面図 (縮尺1/150,1/40)及 び出土遺物実測図 (縮尺 1/4)
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えん ざ ちよう

円座町下所地区

1.調 査 地 高松市円座町字下所1629番地1・3
2.調 査 期 間 平成15年 8月 5日
3.調査担当者 川畑 聰・末光甲正
4.調査の原因 円座小学校校舎増築工事
5.調査の概要
高松平野西南部に位置する円座町は,中世城館が

わずかに知られるだけで,遺跡の空白地域である。
しかしながら,近辺においては,最近の道路建設に

先立つ試掘調査により,新たな遺跡が確認 されつつ

ある。

さて,高松市教委教育部総務課において,高松市

立円座小学校校舎増築工事の計画がなされ,工事予

定面積が1,344♂ と規模が大 きい こと,近辺 におけ

る遺跡発見の増加 を踏まえて,試掘調査を実施す る

ことになった。

増築場所は,運動場西端において,南北に長 く建物が建てられることから,南北方向に トレンチを 1本設

定 した。堆積 していた土層は,現地表面から深さ約50cmは花聞土 (運動場盛土), その下約20 cmは 旧水田層 ,

そして地山である責灰色 シル ト質極細砂 に達する。ただし, トレンチ北半分では,旧水田層 は認められず ,

花商土直下に地山が存在 している。

トレンチ全体において,花商土を除去すると,昭和50年頃まで建っていた旧円座村役場の建物に関係する

と考えられる礎石や廃棄土坑が確認できた。一方, トレンチ南半分においては,旧水田層を除去すると灰白

色細砂の埋土をもつ土坑や溝が確認された。これらの遺構は,伴出遺物はないが ,埋上の特徴等から江戸時

代頃と推定される。以上のことから,調査対象地は安定 した微高地であり,北から南に向けて緩やかに傾斜

していることが明らかになった。 しか しながら,安定 した微高地ゆえ,後世の削平を受けてお り,遺構・遺

物 とも確認されなかった。

6.ま とめ

以上のことから,今回の調査対象地は,保護措置の必要がないものと判断した。

第26図 円座町下所地区調査地位置図

写真18旧 円座村役場礎石検出状況 (南から)写真17調査地全景 (北から)
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き なしちょう さ とう ち

高松市鬼無町佐藤1112呑 1

中山町1443呑 1

平成15年 8月 20日

山元 敏裕

送電線鉄塔建設

鬼無町佐藤地区

調 査  地

2.調 査 期 間
3.調 査担当者
4.調 査の原因
5。 調査の概要

四国電力株式会社 より,鬼無町から中山町に

かけて送電線鉄塔の新設工事 を予定 してお り,

予定地内における埋蔵文化財包蔵地 について ,

高松市教委 に照会があった。送電線鉄塔建設予

定地内には周知の埋蔵文化財包蔵地である勝賀

城跡が所在 してお り,平成15年3月 発行の 『香川

県中世城館詳細分布調査報告曽 に記載のある縄

張図と照合 したところ,鉄塔建設予定地のうち ,
2箇所が縄張内あるいは近接 していた。北側建

設予定地は,主郭から西側に伸びる尾根上 にあ
る郭に近接 してお り,一方,南側建設予定地は,郭状の平坦地に含まれると判断された。そこで,香川県教

委・高松市教委・四国電力株式会社の 3者で協議を行い, この 2箇所について分布調査 を実施 し,現地の状

況を確認することになった。

分布調査

鉄塔建設予定地 2カ 所の分布調査結果は,北側については郭から少 し離れた急斜面部で,追跡の広が りは

認められなかった。一方,南側については,近接 した部分に遺構 らしきものが認められたことから,当初予

定地から約10m移動させた上,さ らに試掘調査を実施することになった。

試掘調査

鉄塔基礎工事に伴い掘削が行 われる 4箇所に

ついて調査 を行 った。 トレンチ調査を行った 4

箇所 とも多少の差はあるが ,腐葉土を含 む表土

を除去 した段階で地山を検出 した。地山上面を

精査 したが,遺構は認められなかった。

6。 まとめ

試掘調査を実施 した鉄塔建設予定地 は,勝賀

城跡の縄張図に含まれていたことか ら,中世後

半頃の遺構 も想定されたが ,各 トレンチ におい

て遺構・遺物 ともに確認されなかった。このた

め ,埋蔵文化財 の気護措置 は必要ないものと考

えられる。

今回の試掘調査結果か ら周知の埋蔵文化財包

蔵地である勝賀城跡南側の広が りは,鉄塔建設

予定地の北側にある土橋状遺構までで ,そ れ よ

り南狽Jについては遺跡 の範囲外である可能性が

高いと考えられる。

第27図 鬼無町佐藤地区調査位置図

|  1試掘トレンチ

L■卍掘削予定部分

第28図  鬼無町佐藤地区 ト

ー21-

トレンチ

レンチ配置図 (縮尺1/200)



写真19 第 1ト レンチ完掘状況 (西から) 写真20 第 2ト レンチ完掘状況 (西から)

写真21 第 3ト レンチ完掘状況 (北 から)

こうざいひがしまち

写真22 第 4ト レンチ完掘状況 (南から)

しん でん

1.調  査  地

2.調 査 期 間
3.調 査担当者
4.調 査の原因
5。 調査の概要

離

都市計画道路郷東檀紙西線予定地内において水路工事

が計画されたため,工事にあわせて,立会調査 を実施 し

た。調査地周辺部は地割 りが舌しれていることから,旧河

π:r魏  Ⅲ

高松市呑西東町

平成15年 7月 14日

山元 敏裕

都市計画道路郷東檀紙西線街路事業

香西東町新田地区

第29図 香西東町新田地区調査地位置図

道であることが想定 された。調査の結果,現水 田

層の下は青灰色砂礫が存在 し,砂礫層上面 におい

て遣構は認 められなかった。以上のことから,調

査地 における埋蔵文化財の保護措置は必要ないも

のと考えられる。

ユ●Ⅲ

写真23調査地上層堆積状況 (西から)
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じょうあと

貌虎肋小 (丸の内,個人住宅建設 )

1.調 査 地 高松市九の内 7呑 3
2.調 査 期 間 平成15年 8月 25。 26日
3.調査担当者 川畑 聰 。中西克也
4.調査の原因 個人住宅建設
5。 調査の概要

調査対象地は,高松城の旧大手近 くにあたり,中

堀の南側に位置する。このため,個人住宅建設にあ
た り施工者より調査協力の申し出があ り,施主の了

解を得た上で,立会調査を実施することになった。

調査は,重機による基礎掘削部分の壁面土層観察を

中心 として実施 した①

調査の結果,第 2・ 7層 上面で遺構面を確認する

とともに,第 8・ 9層 上面も遺構面の可能性がある。

第 2層上面は,東壁において石列を検出したが,第
1層 が高松空襲 の焦土層であることから,近代のも

のと考えられる。第 7層 上面がもっとも遺構を多 く
第30図  高松城跡 (丸の内)調査地位置図

確認 した遺構面で,廃棄土坑や溝 (第 6・ 12層 )を確認 してお り,近代の第 2覆 より下位にあることから江

戸時代のものと推測される。

機械掘削中に採集できた遺物のうち,図化できたものは 5点である。第31図 1～ 3は肥前系染付碗で, 1

は18世紀, 2・ 3は 19世 紀のものである。 4は産地不明の陶器鉢で ,18世紀末頃のものである。 5は京信楽

系陶器急須で ,18世紀末頃のものである。これらの遺物が第 7層 上面の遺構 に伴 うものではないが,第 7層

上面が近代に近い江戸時代 と推測されることから,18世紀末～19世紀を中心とする時期の可能性が指摘で き

る。

6。 まとめ

調査対象地は,江戸時代後期の絵図を見ると「江戸長屋」 と著かれている地域に該当 し,高松藩の中下級

武士が居住 していた地域 と想定される。今回検出した遺構 も,18世紀末～19世紀を中心 とした時期の可能性

があることから,「江戸長屋」 に関わる ものと推定される。なお ,立会調査 では,掘削が及んだ部分につい

て記録保存を図 り,掘削 しない部分については現状保存の措置を講 じた。

わ松
坐
品

写真24 調査地東壁土層 (西から) 写真25 調査地南壁 (北東から)

L
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1 焦土層 (第 2次世界大戦,高松空襲)
2 浅黄色シル ト質細砂 (25Y7/3,焦 土・炭を着千合む)

3 灰黄色シル ト質細砂 (25Y7/2.焦 土・炭を若干合む)
4 黄灰色ンル ト質細砂 (25Y6/1,小 石・Bkを合み粒子が粗い)

5 灰黄色シル ト質細砂 (25Y6/2,瓦 ・焦土を若干含み,やや しまりがある)

6 褐灰色シル ト質極細砂 +灰黄色シル ト質細砂 (10■a6/1+25Y7/2.瓦 ・土器を含む,土坑 1)

7 浅黄色シル ト質極細砂十灰責色シル ト質細砂 (25Y7/4+25Y7'2)

8 焦土 +にぶい黄色シル ト質細砂 (2_5Y6/4,灰・炭を含む,18世紀頃の大火)

9 黄灰色細砂十灰黄色細砂 (2_5Y6/1+25Y6/2,小石を合み粒子がやや粗い)

10 灰黄色シル ト質細砂 (1∝吼6/2,焦土粒を合む)

■ 黄灰色シル ト質細砂 (25Y5/1,土 器・瓦を合む)

12 第 6日 と同じ
13 褐灰色シル ト質細砂 (10YR6/1,炭 を若干合む)

14 淡責色シル ト質細砂 (25Y8/4,灰 黄色シル ト質細砂 (25Y7/2)を 含む)

15 淡黄色ンル ト質細砂 (5Y8/4, シル トに近い)

16 暗灰黄色シル ト質細砂 (25Y5′2,炭 を合む )

17 第 7層 とほぼ同じだが,水分を多く合み粒子が細かい

18 黄灰色シル ト質細砂 (25Y671)
19 灰色シル ト質細砂 (5Y6/1,粒 子が粗い)

レ
(縮尺 1/3第31図  高松城跡(九の内)調査対象地平画・上層図 (縮尺1/200,1/60)及び出土遺物実測図
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まつ じょうあと

松 功茂肋小 (二の九,玉藻公園西門料金所整備工事 )

1.調  査 地 高松市玉藻町 2呑 1号
2.調 査 期 間 平成15年 8月 26日 ～ 9月 4日
3.調査担当者 川畑 聰・末光甲正
4.調査の原因 玉藻公園西門料金所整備工事
5。 調査の概要

高松城は,天正15年(1587)に入封 した生駒親正に

よって翌年より築城され,寛永19年(1642)に高松藩

主となった松平頼重を初代 とする松平家の居城であ

った。今回の調査対象地は,城内のうち,二の九北

西部である。事業主体である高松市者る市開発部公園

緑地課と協議を行い ,香川県教委の指導を仰いだ結

果 ,既存の料金所建物撤去後,試掘調査 を実施する

ことになった。国の現状変更申請許可を受け,た だ

ちに着手 した。

調査は,新規料金所建築部分の四辺に トレンチを

設定 した。確認 した主 な土層は,表土層である第 1
第32図  史跡高松城跡調査地位置図

層 ,漆喰を含んだ整地層である第 2層 ,築城時の盛土と推定される第 3層 である。この第 3層 上面で平面 L

字形の石列を検出した。南端は調査区外に続 き,東端は現代のコンクリー ト枠埋設によって破壊されていた。

検出した長さは,南北約185 cm,東西約45 cmを 測 る。細長い石材を使用 し,平坦面 を上にして並べてお り,

材質は安山岩と花聞岩が見 られる。用途は,建物の壁を受ける基礎石として使用されていたと推測される。

第 1・ 2層 から瓦片が,第 2層 より土器・陶磁暴片が出土 した。第 3層 は無遺物層であった。第 2層 出土

瓦のうち,第37図 2・ 4が17世紀, 3が 18世紀前半 , 5が キラコを使用 していて18世紀中頃以降, 6は 18世

紀中頃である。第 1層 出土瓦では, 7～ 9'12が17世紀,10が 18世紀前半,14は 18世紀中頃,11が キラコを

使用 していて18世紀中頃以降である。一方,第 2層 出土の土器類では,第 38図 17・ 18は 弥生土器底部で弥生

後期のもの ,19・ 20は土師質土器椀・釜で中世のもので,こ れらは混入品である。21・ 221ま肥前系染付皿で

18世紀頃のものである。遺物の年代から検討すると,第 2層 の整地層は18世紀中頃以降であり,瓦に17世紀

代のものが目立っことから,石列の年代は17世紀～18世紀前半の可能性が指摘できる。

また/ト レンチ調査 と合わせて, トレンチに接する土塀台石垣が新規料金所建物により目視できなくなる

ことから,石垣立面の実測作業も実施 した。

6。 まとめ

調査地は,17世紀中頃の「高松城下図屏風Jに よると,建物が集中していた場所 である。「高松城下図屏

風」を詳細に見ると,も っとも大 きな建物の北西隣 (弼櫓東隣 )に 白壁の小さな建物が描かれてお り,調査

地からもっとも至近距離 にあたる。 しか しながら,厳密に言 えば,調査地はこの建物より更 に北にずれる。

屏風絵 と石列の年代が比較的近 く,ま た絵画 という性格を考慮 した場合,屏風絵に描かれた建物の基礎が ,

今回検出した石列の可能性 もあるが,現段階では断定はできない。

なお,石列が残っている範囲において,工事による掘削深度を浅 くし,基礎と石列の間に約30cmの保護層

を確保することによつて,現状保存の措置を講 じた。

里
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0        1m

第33図  史跡高松城跡二の丸西側石垣実測図 (ト レンチ隣接部分,縮尺1/40)

写真26 調査地全景 (北 から)

写真28 土塀台石垣 (南側,東から)

写真27 石列検出状況 (北東から)

写真29 上塀台石垣 (北側,東から)
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第34図  史跡高松城跡 トレンチ配置・土層図 (縮尺1/150,1/40)
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第35図 石列平面 。立面図 (縮尺1/40)
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第36図  史跡高松城跡平面図 (縮尺1/2,000)



第37図  史跡高松城跡第 1 2層及び撹乱出土瓦実測図 (縮尺 1/4)

♭が轟

1～ 6 第2層出土
7～14 第1層出土
15・ 16 攪乱出土
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第38図  史跡高松城跡第 2層 出上遺物実測図 (縮尺 1′ 3)
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たか まつ じょうあと

高松市九の内

平成15年 8月 18日 ～ 9月 22日

川畑 聰
再生水管布設工事

高 松 城 跡  (九 の内,再生水管布設工事 )

1.調 査 地
2.調 査 期 間
3.調査担当者
4.調査の原因
5。 調査の概要

調査対象地は,高松城の旧大手近 くにあたり,

中堀 と外堀に挟まれた武家屋敷跡地 に該当す

る。このため,事業主体である高松市土木部下

水道建設課と協議 し,立会調査を実施すること

になった。調査 は,幅約90cm。 延長約330mを

重機掘削するのに伴い,必要に応 じて掘削壁面
の土層観察及び遺物の採集を実施 した。その結

果 ,江戸時代～近代の整地層 と埋甕・廃棄土坑

(第 13' 。20層 )を確認 した。ただし,高松空襲や既埋設管の撹乱が多 く,遺構の残存状況は良くなかった。

出土遺物のうち層別に採集できたのは,東西道路東地区の第 5層 出土の第41図 1～ 3と 南北道路第12層 出

上の 4である。 1は肥前系染付碗で18世紀中頃, 2は瓦質土器釜 , 3は土師質土器, 4は肥前系染付蓋付段

箱で18世紀末のものである。以下は,出土層位は不明だが ,地点ごとに採集 したものである。 5は肥前系染

付碗 , 6は 中国景徳鎮窯産染付 , 7は刷毛目唐津の陶器碗, 8は唐津の呉器手碗である。 9,10は 肥前系染

付碗である。■ ～15は 肥前系染付碗・蓋・壷 ,16・ 17は 京信楽焼系陶器碗・急須,18は瀬戸美濃系陶器鉢で

ある。19～ 21は肥前系青磁染付碗・蓋,22は京信楽焼系陶器皿,231よ瀬戸美濃系陶器植木鉢である。24～ 27

は肥前系染付碗である。28・ 291よ肥前系染付碗 ,30は 京信楽焼系陶器碗である。31～ 331よ肥前系染付碗・青

磁染付蓋 ,34・ 35は京信楽焼系陶器碗,36は瀬戸美濃系陶器碗,37は 中国産青磁 (?)で ある。38～ 401よ肥
前系染付碗・紅猪口・皿,41は 瀬戸美濃系陶器鎧茶碗,421ま 土師質土器の焼塩重である。

6。 まとめ

調査対象地は,『弘化年間高松城下絵図』によれば ,東側は「常諦院君御殿前御屋敷 卜云」西側は「江戸

長や」の記述が見られ,武奈屋敷が存在 していたことが知られてお り,今回の調査で検出した整地層 や遺構
も,武家屋敷に伴 う遺構である可能性がある。

なお,再生水管布設工事中の立会調査であるため,掘削壁面の土層図作成及び写真撮影といった記録保存
の保護措置を図つた。

写真30 東西掘削部分東端付近検出埋養

1卜●
「
―

(_/一

く

●23即脚 陳

第39図  高松城跡 (九の内再生水管布設工事 )

処 国電カビル

Ｈ加却
本

調査地位置図
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9

第41図  高松城跡 (丸の内再生水管布設工事 )

0        5 cm

ー

l～ 3東西道略東地区第5層出土
4  南北道路第12層
5～ 8 東西道路東地区出土 (層位不明)
9。 10 東西壇路画地区出土 (層位不明)
■～18南北道路37-39壼地点出土 (層位不明)

出上遺物実測図① (縮尺1/3)

氏―銀
/
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第42図  高松城跡 (丸の内再生水管布設工事 )

o            5cm

―

19～23南北道路51～52m地点出土 (層位不明)
24～27南北道路77m地点出土 (層位不明)
28～ 3Cl南北者盟制血地点出土 (層μ不明)

31～37南北道路82m地点出土 (層位不明)

42    38～42南此漣路出土 (層位不明)

出土遺物実測図② (縮尺1/3)
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里
品松 域虎肋ホ (外堀,西内町,共同住宅建設 )
まつ じょうあと

1.調 査 地
2.調 査 期 間
3.調 査担当者
4.調 査の原因
5.調 査の概要

調査地は高松城跡の外堀部分にあた り,共同住宅

建設予定地の東端と西端に石垣が想定された。工事

による掘削は現地表面下1.6m程度で,堀底には影響

がないことから,石垣部分の調査のみを実施 した。

第 1調 査地点は建設地の東端にあたる。コンクリ

ー ト等により塗 り固め られた状態ではあったが ,約
10mに わたって石垣を検出した。石垣は 3つ に分け

られる。まず,石垣 1は 調査区の東端で検出した石
垣で,最 も残 りが良い。松の九太 を横に置 き,その

上部に石積みを行っている。花聞岩の切石を使用 し,
第43図 高松城跡(西内町)調査地位置図

石の面 は西を向き,最 も残 りの良い部分では 3段の石積みが認め られる。 また,石垣 2は石垣 1の 50cm西

側で検出した石垣で ,石垣 1同様,松の九太を横に置 き,そ の上部に石積みを行ってい る。花商岩の切石を

使用 し,石の面は東を向いており, 1段 のみ石積みが残っている。なお,石垣 2を 背面から支えるような松
の九太が約1.lm間隔で認められた。石垣 1と 石垣 2の底面はほぼ同レベルであ り,松の九太の上に石垣を構

築 している共通点があり,石垣 1と 石垣 2の 間には質の悪いコンクリー トが敷設されている。このことから,

石垣 1と 石垣 2を 両側壁とする幅50cmの溝 6Dl)と 考えられる。SD lの埋土は 3層 に分層でき,ラ ミナ状
の堆積が認められ,植物遺存体が見 られた。出土遺物は瀬戸美濃系磁器の碗 (4)が 1点見 られた。近現代
のものと考えられる。

また,石垣 2に伴 う松の九太の下部において石垣 3を 検出 した。石垣 2の下部であるが,安山岩の自然石
を使用 し,面 を西に向け並べてお り,上部の石垣 とは一見 して異なることがうかが える。現地表面下1.6mま

で しか工事を行わないため,今回掘削 した深さにおいては最上段の 1段 しか検出していない。検出位置から,

外堀の東肩の可能性が考えられる。なお,石垣前面から肥前系磁器皿 (1),肥 前系磁器鉢 (3),京 信楽系
陶器土瓶 (2)が出土 してお り,概ね18世紀後半から19世紀のものと考えられる。
第 2調査地点は建設地の中央にあたる。ここで石垣 4を 検出した。石垣 4は安山岩の 自然石を使用 し,面
を東に向け並べている。石垣 3同様,今回掘削 した深さにおいては最上段の 1段 しか検出していない。なお ,

石垣 4の背面には外堀埋土と考えられる黒褐色粘土層が認められ ,こ の石垣が外堀内に作 られた施設である

ことがうかがえる。

第 3調査地点は建設地の西端にあたる。ここでは外堀西肩の石垣の検出が予想されたが ,石材は 1点 も見
られなかった。掘削部分の断面では暗褐色か ら黒褐色の粘土層が続いてお り,こ の地点がまだ外堀内である

ことがうかがえた。

6。 まとめ

高松城の外堀は江戸時代の絵図等と現在の地形の比較から,今回の調査地の東西が概ね堀の東西端になる

と考えられる。明治15年の地図『讃岐高松市街細見新図』によると,高松城の外堀の外側半分が埋め立てら
れていることがうかがえる。『讃岐高松市街細見新図』は縮尺があいまいで,わ か りに くいが,同様の事実
を示すものとして ,明治28年の地図『高松市街明細全図』がある。江戸時代の絵図においては外堀の外側が

道路であるのに対 し,こ れらの地図によると外堀 と道路の間に宅地と考えられる区画が認められる。このた

高松市西内町

平成15年 10月 8。 9日

大嶋和則

共同住宅建設
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驚飴氏_｀＼二土=∠ィ

1 表土
2 焼土 (高松空襲 )
3 暗灰黄色シル ト質細砂
4 黄灰色粗砂 (ラ ミナ状堆積 )
5 灰白色粗砂 (ラ ミナ状堆積 )

0       1m

第44図  高松城跡 (西内町 )平画 。断面図 (縮尺 1洵 00,1/40)及 び出土遺物実測図 (縮尺1/4)
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め,外堀の外側が埋め立てられた時期が明治元年から明治15年 の間であつたことがうかがえる。なお,大正

10年 の地図『高松市街全図』によると外堀は東浜港を残 し,完全に埋 め立てられていることがうかがえる。
このことから,明治28年から大正10年の間に外堀の内側半分が埋められたこととなる。

発掘調査で検出した石垣 3は外堀東肩推定位置とほぼ同位置であ り,石垣の前面から江戸時代の陶磁器が

出土 していることからも,外堀東肩 と考えるのが妥当である。一方,調査地西端では堀の埋土と考 えられる

粘土層が認められ ,外堀西肩は調査範囲の西側に位置すると考えられる。このことから外lTBの幅は21m以上

と考えられる。また ,第 2調査地点で検出した石垣 は『讃岐高松市街細見新図』や『高松市街明細全図』か

ら明治元～15年 に埋め立てられた際の石垣 と考えられる。石垣 1・ 2で構成されるSD lは外堀東肩石垣に重

なって存在することから,堀 の埋め立て時に作 られたと考 えられる。このため,F高松市街全図』からSD l

は明治28～ 大正 10年 に作 られたもの と推定できる。SDlの石垣の最上段の石材が被熱 を受けていることと,

その上部には高松空襲時の焦土層が認められることからSD lの 廃絶は昭和20年 と考えられる。

写真31 第 1調査地点石垣 (西 から) 写真32 明治28年～大正10年頃の溝

写真34 第 2調査地点石垣写真33 石垣下部木材

-36-



―
¬

|

”
爛

ハ葛

整
凛

御
′
耳
４
柱
寺
代
坊
撃

狼
寺

ュ

ト
了

気

ク

や
式
帯

よ

其

貨

市
，

繊

工
旗

狭
モ
な
堤

子

Ｆ

セ
ム

数
と

，
考

基

杢

琴

甚

ア
千

力
熊

好

な

，
す

峯

亀

」
　

　

う
オ
岱

一
月

く
逮
雰

不
警
・
４
，
庵

，
長

夜
務

▲
小
学
狡
負
■
冬
て

Ｘ
４
歩

．
ご
佑
強

第47図  『讃岐高松市街細見新図』 明治15年

第48図  『高松市街明細全図』 明治28年
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第49図  『高松市街全図』 大正10年
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高松市鶴屋町 9番 3

平成15年 10月 8,9日
川畑 聰・末光甲正
共同住宅建設

第51図 高松城跡 (鶴屋町)調査地位置図

は,土師質の浮具である。 8,9は 須恵器養で,古墳

たか まつ じょうあと

高 松 城 跡  (得屋町,共同住宅建設 )

1.調 査 地
2.調 査 期 間
3.調査担当者
4。 調査の原因

5。 調査の概要

調査対象地は,高松城外堀内側の南東隅に位置する。

このため ,土地所有者である高松琴平電気鉄道株式会
社 と高松市教委は協議 を行い,土地所有者の任意協力
により試掘調査を実施することになった。

調査は,共同住宅建設予定範囲のうち四隅に南北方
向の トレンチ (幅1.5m× 長さ10m)を設定 した。各
トレンチの概要を説明する。

【南西 トレンチ (第 53図 )】 近代の池状遺構 (第 5,
7層 )を トレンチのほぼ全域で確認 した。ただし,池
状遺構はトレンチ北端で岸となって終わっている。池

状遺構から 1～ 9の遺物が出土している。 1～ 4は染

付鉢・碗で,19世紀末～20世紀のものである。 5～ 7

時代～古代のものである。

【南東 トレンチ (第54図 )】  室町時代の遺物包含層 (第 13層 )を確認したが,遺物の出土量は少ない。江戸
時代においては,土層堆積から窪地だった可能性があり,そ の上に整地層が認められる。第11層 から 1の土
師質土器鍋が,第 13層 から2の土師質土器釜, 3の備前焼甕が出土しており,14～ 15世紀のものである。
【北西 トレンチ (第55図 )】  室町時代の遺物包含層 (第 5層 )と 江戸時代の整地層 (第 3・ 4層 )・ 石組を
検出した。石組はトレンチ北端で検出したもので,乱雑に30cm～ lmの石が置かれていた。出土遺物のうち,
1は 第 5層 出土の土師質土器釜で14～ 15世紀のもの, 2は 第 3層 出土の肥前系染付碗で18世紀末のもの,
3・ 4は石組周辺出上の肥前系染付碗で18世紀末～19世紀のものである。

【北東 トレンチ (第56図 )】  江戸時代の整地層 (第 4・ 5層 )と ともに,廃棄土坑 (第 7層 )・ 礎石や石列
といった遺構を検出した。廃棄土坑上面から数多くの遺物が出土した。 1～ 4は肥前系染付碗・香炉, 5は
京焼風陶器輪花碗, 6・ 7は京信楽焼系の小杉茶碗 。注口, 8は産地不明陶器徳利, 9は瀬戸美濃系陶器瓶
掛,10。 11は富田焼の可能性がある陶器鉢,12は 土師質土器急須蓋である。これらの遺物は,お おむね18世

紀末のものである。

6。 まとめ

【絵図との比較】 17世紀中頃の F高松城下図屏風』や18世紀前半の『享録年間高松城下絵図』では,調査
地は「吉田藤右衛門」の名が見られるように家臣の屋敷地であり,外堀が調査地南側に入り込んでいたか隣
接していたと考えられる。19世紀中頃の F秋化年間高松城下絵図』では,外妃が埋め立てられ「東町奉行役
所」となっており,以来この地割が明治時代 まで続く。以上のことより,南東 トレンチで確認した窪地は,
外堀に出来または関係する可能性 (浅瀬等)が考えられる。また,北西・北東 トレンチで確認した整地層・
遺構は,屋敷または奉行所に伴う可能性が指摘できる。
【調査後の措置】 南 トレンチ設定範囲は,近代の池があり, 中世遺物包含層も出土量が少ないため,保護
措置の必要はないと考えられる。一方,北 トレンチ設定範囲は,江戸時代の整地層・遺構を確認しており,
保護措置が必要と考えられる。また,南北 トレンチの間については,南西 トレンチで池状遺構の岸が確認さ
れていること,北 トレンチでは整地層が南に続いていること,江戸時代後期に奉行所が設置されていたこと
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を考慮すると,遺構が確認できる可能性が指摘できる。
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             整地層

I   石列

北東 トレンチ

|の      甘
/整地層

北西 トレンチ

写真35 南西 トレンチ全景

第52図 高松城跡 (鶴屋町)ト レンチ配置図 (縮尺1/400)

近代の池状遺構

中世遺物包合層

南東 トレンテ

1 南西トレンチ

写真36 南西 トレンチ西壁土層 (東から)

写真38 南東 トレンチ東壁土層 (西から)写真37 南東 トレンチ全景 (南 から)
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写真39 1ヒ西 トレンチ全景 (南から) 写真40 1ヒ西 トレンチ西壁土層 (南東から)

写真41 北西 トレンチ石組検出状況 (北東から)
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写真42 北東 トレンチ全景 (南から)

写真44 封ヒ東 トレンチ東壁土層 (西から)北東 トレンチ廃棄土坑検出状況 (南 から)

写真45 耳ヒ東 トレンチ石列検出状況 (南から) 写真46 耳ヒ東 トレンチ出上礎石

-41-



南西 トレンチ土眉名

1 アスファルト&コンクリート

2 栗石&花こう土 (コンクリートの支持層)
3攀
4 褐色細砂 (10Y酌/6,埋甕被覆つ
5 にぶい責色シルト質細砂 Q5Y6/3)
Jにぶい難 シルト帥 Q5Y6/4)

6墾襲
7暗緑灰色シルト質糎�砂 (10GY71,ヘ ドロ層,近代の四
8灰色細砂 05Y5/1,地山 ～にぶtヽ責糧色細砂 (1046/め

0        5 cm

ー

高松城跡 (鶴屋町 )

0     1m

ー

南西 トレンチ土層図 (縮尺1/60)及び出土遺物実測図 (縮尺1/3)第53図
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0     1m
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南東 トレンチ土層名
1 アスファルト&コンクリート
2 栗石&花こう土 (コ ンクリートの支持層)
3韓
4 暗灰黄色シルト質細砂 125Y5/2)
5 暗灰責色シルト貿細砂 125Y5/2,石梁片を合む)
6暗灰黄色シルト質細砂 Q5Y5//2)
7鴻讃色シルト覺熙砂 125Y7/41
8灰オリープ色シルト質細砂 (5Y5/め
9 灰黄色シルト質細砂 Q5Y6/2)
10灰色シルト質細砂 6Y5/1)
11難 シルト勘鰤砂 125Y5/41
12灰色シルト質細砂 (75Y4/1)
13浅黄色シルト質細砂 125Y74,中世遺物包合層)
14灰色シルト買細砂 6Y71)
15オリーブ黒色シルト質細砂 (10Y3/1,有機物質含む)

牛

1

⊃9色 メづ (こィ)(

〇
(ラ

0            5 cm

―

第54図  高松城跡 (鶴屋町)南東 トレンチ土層図 (縮尺1/60) 及び出上遺物実測図 (縮尺 1/3)

0     1m

―

北西 トレンチ土層名
1 アスファルト&コンクリート
2 栗石&花こう土 (コ ンクリートの支持層)
3韓
ぎ にぶい黄褐色シルト質細砂 (10YR5/41

4暗灰黄色シルト質細砂 (2Ы5/2,瓦片・務蜆 じり)
5 灰オリーブ色シルト質細砂 15Y7Z囃昆じり,下部が中世遺物包合

'D6黄褐色細砂 (10YR5/6,地山)
※北東トレンチと同じ土眉状況

靱 ―王
第55図  高松城跡 (鶴屋町)北西 トレンチ平面 。上層図 (縮尺1/60)

~縣
璽

1 3        0       5 cm

一及び出土遺物実測図 (縮尺1/3)

“
Jに   _
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北東 トレンチ土層名
1 アスファルト&コンクリート
2 栗石&花こう土 (コ ンクリートの支持層)
3 韓
ぎ にぶい黄褐色シルト質細砂 (10YP5/4)

4 暗灰責色シルト質細砂 (25Y5/2,瓦片・礫混じり)
5 灰オリープ色シルト質細砂 K5Y4/2,礫混じり)
5'オリーブ黒色シルト質細砂 6Y3/1,中 世遺物包合層)
6責褐色細砂 (lllYR5/6,地的
7 黒褐色シルト質細砂 (10YR3/1,勒
※北西トレンチと同じ土層状況

0     1m

ー

ン
~   7

メ

が

日
Ｈ
Ｈ
凹

第56図  高松城跡 (鶴屋町)北東 トレンチ平面 。上層図 (縮尺1/60)及び出土遺物実測図 (縮尺1/3)
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たか まつ じょうあと

高 松 城 跡  (九の内,共同住宅建設 )

1.調 査 地
2.調 査 期 間
3.調査担当者
4.調査の原因
5。 調査の概要

(1)調査の経緯

高松市九の内 6呑 18

平成15年 11月 12日 ～19日

山元敏裕 。中西克也

共同住宅建設

調査対象地は,高松城跡の中堀 と外堀に挟まれた

旧城内にあたり,埋蔵文化財包蔵地である可能性が

想定された。このため,土地所有者である日本たば

こ産業株式会社 と高松市教委は協議を行い,土地所

有者の任意協力により立会及 び試掘調査を平成14

年度に実施 した。その結果,既存建物の建築範囲は

埋蔵文化財が存在 しないが,それ以外については包

蔵地であることが確認された。これを受けて, 日本

たばこ産業株式会社から土地を購入 した穴吹興産株

式会社は,既存建物建築範囲に共同住宅を建設する

計画を立てた。 しか しながら,設計上,既存建物建

築範囲からはみ出す部分が生 じるため,穴吹興産株

式会社 と高松市教委で協議を行った結果,はみ出す

部分について試掘調査を実施することになった。

(2)調査の概要と基本層序 (第58・ 59図 )
調査範囲は南北方向に長い長方形を呈 し,南北

14.4m,東 西4mを 測 る。現地表から0,8mの深 さの

花蘭土を重機で取 り除いた後に,人力による遺構検

出を行った。 しかし,調査区の大部分は既存建物に

L〓0.60m i

第57図 高松城跡 (丸の内)調査地位置図

∬ド

聰

4~― ― ―____0         20m

第58図 調査区設定図 (縮尺1/800)

0          2m
一き

‐`
4

責灰色極細砂 (26Y6/1)
灰黄色極細砂 (2.5Y6/2)
淡黄色細～粗砂+灰黄色細砂
(5Y3/3+2.5Y7/2)

灰責色+黄灰色細砂 (2.5Y7/2+2.5Y6/1)11
灰黄色極細砂 (2.5Y6/2焼土粒を含む)12

13

第59図

1も i41°
12117

7灰白色細砂 (5Y3/1)
8灰黄色+黄灰色細砂 (2.5Y7/2+6/1)
9灰白色+淡黄色細砂 (5Y7/1+2.5Y8/3)
10褐灰色極細砂 (10YR,1焼土粒を若干含む)
灰白色綱砂 (2.5Y7/1)

灰 白色粗砂 (2.5Y8/1)

灰 白色綱砂 (7.5Y3/2)

高松城跡 (丸の内 )

7161211139

14黄灰色+灰 白色細砂 (2.5Y6/1+5Y71)
15褐灰色シル ト質極細砂 (10YR5/1粘 性強い )
16灰 白色細～粗砂 (7.5Y3/1)
17掲灰白色シル ト質種細砂 (10YR4/1粘性強い )
18灰色細～粗砂 (10Y6洵 )
19灰色細砂 (7.5Y6/1固 くしまる)

東壁土層図 (縮尺1/80)

///1+||

灰責褐色網砂 (10YR 6/2)
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よる撹乱を受けてお り,遺構検 出ができたのは南壁

から約 4m～ 7m及 び北東隅の長さ約 3mで幅約 1
mの範囲のみであった。

土層は調査区の東壁で作成 したが,南端から3.5m
は撹乱のため図化 しなかった。土層は21層 に細分さ

れ,ほ ぼ水平な堆積をな している。確認された遺構

面は 4面あり,第 1面 は淡黄色細～粗砂十灰黄色細

砂の第 3層上面 ,第 2面 は灰責褐色細砂の第 6層 上

面,第 3面 は灰白色細砂 の第11層 上面,第 4面 は灰

色細砂の第14層 上面である。標高は第 1面が0,9m前

後,第 2面力泊.7～0.8m,第 3面力湘.5m前 後,第 4

面が0。lmで ある。

(3)遺構・遺物

第 1面

SK-01(第 60・ 61図 )
調査区南側で検出した楕円形の土坑であ り,南側

はコンクリー ト基礎により消失 している。長径 180

cm,深さ約20 cmを測 る。埋土は 2層 に分層で き,断

面形態は逆台形である。

出土遺物のうち , 1は ミニチュアの陶器,2は眠
平焼磁器蓋,3は 染付蓋,4は 染付碗 , 5は 染付皿
である。 6～ 17は屋島焼の陶器で, 6は段鉢,7は
徳利 , 8～ 11は 蓋 ,12は両耳付鍋,13は片手付片口

鍋 ,14～ 17は土瓶である。18は軟質施釉 陶器急須 ,

19は瀬戸美濃系陶器ね り鉢,20は 瓦質土器焙烙であ

る。時期は,幕末～明治時代のものと考えられる。

SK-02(第 60・ 62図 )

調査区北東隅で検出 した円形の土坑であ り,西側

は既存建物による撹乱を受けて消失 してい る。現存

部の径 は170 cm,深 さ10 cmを 測 る。埋土は単層 で ,

断面形態は浅い逆台形である。

出土遺物 のうち,21は染付杯,22は染付徳利,23
は陶器行平の柄 ,241ま軒九瓦である。21は 18世紀後

半の ものだが,23は明治時代 のものであり,SK-01

と同じ時期 と考えられる。

SK-03 (第 60・ 62図 )
調査区東壁中央で検出 した土坑である。直径は

4.42m,深 さは1.15mを 測 り,断面形態は逆台形を

呈する。埋土中には多量の土器・瓦・礫があ り,焦

土・灰層 も含まれている。

出土遺物 は,25,26の染付碗があ り,明治時代 の

ものである。

SK-04(第 60・ 62図 )
調査区南側で検出 した土坑であ り,南側 と北側は

CL

第60図 高松城跡 (丸の内)第 1面

遺構平面・断面図 (縮尺1/80)

AL■
灰白色細砂 (5Y7/1)

黄灰色シル ト質極細砂

(2.5Y5/1 粘性強い )
灰白色+にぶい黄権色シル
ト質細砂 (10YR7/1+7/2)
黄灰色+灰白色細砂
(2.5Y6/1+2.5Y7/1)
黄灰色シル ト質極細砂

(25Y5/1)

９。ｍＪ
塑 Ｆ

一

SK-03
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第61図 高松城跡 (丸の内)SK‐01出土遺物実測図 (縮尺1/3)
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撹乱を受け,西側が調査区外に延 びる。平面形 は不明である。深さは45cmを 測 り,断面形態は逆台形を呈

する。埋土は単層である。

出土遺物は,27・ 28の染付碗があり,明治時代のものである。

SP-01(第 60・ 62図 )
調査区南側において SK-01の 北側で検出した柱穴である。北半は撹乱を受け,直径は50 cm,深 さ13cm
を測る。埋土は灰白色 +鈍い黄橙色シル ト質細砂の単層である。

出土遺物は,29の断面円形の土製品のみであり,時期は不明である。

SP-02(第 60・ 62図 )

調査区南側で検出した柱穴である。大部分は撹乱を受け,平面形や規模は不明である。深さは12cmである。

埋土は灰白色 +鈍い黄橙色シル ト質細砂の単層である。

出土遺物のうち,301よ染付碗,31は屋島焼陶器蓋,321ま土師質土器杯があり,明治時代のものと考えられ

る。

SP-03(第 60図 )
調査区北東隅で検 出した楕 円形の柱穴である。長径は37cm,短径は27cmを 測 り,掘 り方 は段を有す る。

深さは20cmを 測る。埋土は灰白色十鈍い黄橙色シル ト質細砂の単層である。

SP-09(第 60図 )
調査区南側において SK-04に 切 られた状態で検出した円形の柱穴である。直径は22 cm,深 さは19cmを

測る。埋土は灰白十掲灰色細砂の単層である。

第 2面

検出された遺構は土坑 1基・柱穴 3基であ り,土層観察で北側に 2基の柱穴を確認する。

SK-05(第 63・ 64図 )

調査区南側で検出した円形の上坑であり,西半は撹乱により消失する。直径は80cm,深 さは約50cmを測る。

底面に安山岩の石が円形に並べ られている。埋土は 4層 に分層でき,上層の灰色十灰白色細砂には安山岩が

混在する。

イ

ノ
３。鰺 | ＼

ャ

o         5c rn

ー

高松城跡 (丸の内)SK… 02～ 04・ SP‐ 01・ 02出土遺物実測図 (縮尺1/3)
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下

AL_0.60m

0        1m

0           6c rn

一

第63図  高松城跡
遺構平画

(九の内)第 2面

断面図 (縮尺1/40)

1  旦

ノ

４．

0          5c m

ー

1灰黄色細砂 (2.5Y7/2にぶい黄色細砂・焼土
粒・炭化材を若干含む)

第66図  高松城跡 (丸の内)第 3面
遺構平面 。断面図 (縮尺1/40)

ロ
42

―

-33

第64図  SK-05平面 。断面図 (縮尺1/40)

及び出土遺物実測図 (縮尺 1/3)

▼

「

屠

＼ 1塁6マ鯵鰯疵

0         5c m

ー

第65図  第 2面出土遺物実測図 (縮尺 1/3)

7『

十

灰色+灰 白色細砂
(7.5Y6/1+5Y7/1)

掲灰色細砂 (10YR6/1
炭化材を若干含む)

淡資色細砂 (5Y8/3)

灰色極細砂 (5Y6/1

炭化材を若干含む)Ｄ
一

灰白色+褐灰色細砂 (10YR7/1+6/1)
灰黄色細砂 (2.5Y7/2に ぶい黄橙色細砂・焼土

粒を若干含む)

45δ
遅

―
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第67図 第 3面出土遺物実測図 (縮尺1/3)



出土遺物は,33の陶器底部,341ま土師質土器鍋があり,時期は不明である。

SP-04(第 63図 )
調査区南側において SK-04に 切 られた状態で検出した円形の柱穴である。深さは 5 cmを 測 り,埋土は

単層である。

SP-05(第 63図 )
調査区南側で検出した円形の柱穴であり,直径は43cm,深 さは 8 cmを 測る。埋土は単層である。

SP-06(第 63図 )
調査区南側で検出 した円形の柱穴であ り,直径は21cm,深 さは 6 cmを 測る。埋土は単層である。

第 2面出土遺物 (第65図 )

35は 磁器皿,36は土師質土器杯,37は陶器悟鉢,38は九瓦である。

第 3面

SP-07(第 66図 )
調査区南側で検出した円形の柱穴であり,直径は30cm,深 さは14cmを 測る。底面 と側面に根石が残存する。

埋土は単層であ り,若子の焦土粒・炭化材を含む。

SP-08(第 66図 )
調査区南側で検 出 した円形の柱穴であり,直径は30cm,深 さは20cmを 測 る。埋土は単層で,若子の焦土

粒・炭化材を含む。

第 3面出土遺物 (第67図 )

39は 土師質土器杯 ,40は 陶器皿,41は瀬戸美濃系の天目茶碗であり17～ 18世紀のもの,42は土師質土器の

円盤である。

第 4面 (第68～ 72図 )

明確な遺構は確認されていないが ,調査区南側において第14層 に僅かな凹地があり,漆椀・板・加工材・

植物遺体が出土 した。また,北側の凹地では打ち込んだ杭を挟むように横に並べた竹が確認された。

出土遺物のうち,43は 弥生土器複合口縁壼で弥生後期末のもの,44は安山岩で表面に擦痕がある。45～ 56

は木製品で ,45は漆椀 ,46も 漆椀 と考 えられるが底部に穿孔が認められる。47・ 48は 箸,49は 曲物の底板 ,

50・ 51は加工材,52～56は板材である。

6。 まとめ

江戸時代の絵地図や記録を参照すると,調査対象地は,18世紀は家老の屋敷に,19世紀は高松藩主に近い

人物や元藩主の未亡人の屋敷 となってお り,今回確認された遺構は,こ れらの屋敷に伴 う可能性がある。な

お,今回の調査対象地は,大部分が後世の撹乱を受 けてお り,残されていた包蔵地の範囲も狭いことか ら,

事前の保護措置は必要ないものと判断 した。

写真47 第 1面遺構全景 (北から)
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0             50cm

第69図 杭・竹平面図 (縮尺1/20)

第70図 第 4面遺物出土状況平面図 (縮尺1/40)

第71図 第4画出土遺物実測図① (縮尺1/3)

0         5cm

一

第68図  高松城跡 (丸の内)第 4画
遺構平画図 (縮尺1/80)
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所収遺跡名 所在地
コー ド

引ヒ緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

飯田町東青木遺跡 高松市飯田町 37201
ガ
♂
ぱ

13ポ

00/

33″

H15 220

H15,3.5

100rだ 公園整備

御殿貯水池南遺跡
高松市鶴市町

西春日町
37201

ポ
ダ

ぽ

13ポ

01′

18〃

H15,3.10

H15.320
356言

配水池・

道路建設

高松城跡

(中堀,北浜町)
高松市北浜町 37201

ズ
ガ
ィ

３４

０３

２３

H15.5,13 14督
共同住宅

建設

南山浦遺跡 高松市西春日町 37201
ｒ
∬
ゾ

プ
∬
ノ

H15,6.9 43だ
児童福社

施設建設

高松城跡 (丸の内) 高松市丸の内 37201
プ
ガ
ィ

13ポ

03/

16″

H15.6.H 23だ 道路建設

由良南原遺跡 高松市由良町 37201

ポ

♂

ば

134°

05′

25〃

H15 7.17 68雷
児童福祉

施設建設

円座町下所地区 高松市円座町 37201

ポ
Ｊ

ィ

ダ
∬
／
H158.5 201ド 校舎増築

鬼無町佐藤地区
高松市鬼無町

佐藤・中山町
37201

イ
ガ
ぱ

ず

ぽ

♂

３

５

４

H15.8.20 21∬
送電線

鉄塔建設

香西東町新田地区 高松市香西東町 37201

イ
ガ
ピ

134°

00′

37〃

H15,714 つ
ｍ 道路建設

高松城跡 (丸の内) 高松市丸の内 37201

プ
ガ
ノ

13ポ

03/

15″

H15 825

H15 8.26

22■ド
個人住宅

建設

史跡高松城跡

(二の丸)
高松市玉藻町 37201

ダ
ガ
メ

134°

03′

08″

H15 8.26

H159.4
10だ

胎 D確
備

高松城跡 (丸の内) 高松市丸の内 37201
ダ
ガ
ぜ

13ポ

03′

15〃

H15,8.18

H15,922
296罰ド

再生水管

布設工事

高松城跡
(外堀,西内町)

高松市西内町 37201
プ
ガ
ノ

134°

02′

56〃

H15,10 8

H1510 9
30∬

共同住宅

建設

高松城跡 (鶴屋町) 高松市鶴屋町 37201
ｒ
ガ
ィ

13ポ

03′

27″

H1510 8

H15.10.9

60nき
共同住宅

建設

高松城跡 (丸の内) 高松市丸の内 37201
プ
ガ
ィ

134°

03′

20〃

=王

15,11.12

111511.19

50∬
共同住宅

建設

-53-



所収遺助名 樹 lJ 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

飯田町東青木遺跡 集落 鎖 溝,土坑,柱穴 土師器,須恵器

御殿貯水池南遺跡 集落 弥生 溝,柱穴 弥生土器,土師質土器

高松城跡 (北浜HJl

南山浦遺跡 集落 弥生 溝,土坑,柱穴 雉 齢

高松城跡 (丸の内) 城館 江戸 廃棄土坑,柱穴 陶磁器,土師質土器

由良南原遺跡 集落 中世 柱穴 須恵器

円座町下所地区

鬼無町佐藤地区

香西東町新田地区

高松城跡 (丸の内) 城館 江戸 廃棄土坑,溝 陶磁器

史跡高松城跡 城館 炉 石列 陶磁器,土師質土器,瓦 高松城内建物基礎

高松城跡 (丸の内) 城館 江戸 藤 勧 陶磁器,土師質土器

高松城跡 (西内Hrl 城館 江戸 石垣 陶瞬 高松城外堀石垣

高松城跡 (鶴屋HTl 城館 江戸 廃棄土坑,石列 陶磁器 土師質土鶏 須恵器

高松城跡 (丸の内) 城館 江戸 土坑 陶磁器,土師質土器,瓦
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